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1. 長寿命化修繕計画の目的 

 

１） 背景 

 上毛町が管理する道路橋については、これまでに策定された長寿命化修繕計画に基づき、定期点

検や補修工事が実施されてきました。そのような状況の中で、平成 26年に定期点検に関する省令・

告示が公布され、定期点検は五年に一回の頻度で行うことを基本とし健全性の診断を行うこと、また、

過年度の定期点検結果より道路橋の現状把握ができたことから、長寿命化修繕計画の見直しを行うも

のです。 

上毛町が管理する道路橋は、令和４年現在 146橋であり、その内架設後 50年を経過する高齢化

道路橋は 14％存在し、20年後の令和 24年には 74％と増加していきます。このような背景から、

今後、増加が見込まれる道路橋の修繕・架け替えに要する経費に対し、可能な限りのコスト縮減への

取り組みが不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）目的 

これまでの事後的な修繕から予防保全的な修繕への転換を図り、計画的に道路橋の長寿命化を行い、

長期的な管理コストを最小化するとともに、安全性・信頼性を確保することを目的とします。 

 

３）計画全体の方針 

●老朽化対策における基本方針 

上毛町が管理する道路橋に対し、健全度、重要度等を考慮し、対策の優先順位を設定し、今

後 10年間における修繕計画を立て、長寿命化や修繕費用の平準化を図っていきます。 

●新技術等の活用方針 

５年間の短期計画として、修繕や定期点検における新技術の活用を効果的に行い、維持管理

費用の縮減や事業の効率化を図っていきます。 

●費用の縮減に関する具体的な方針 

５年間の短期計画として、上毛町が管理する道路橋の集約化及び撤去における検討を行い、

維持管理費用の縮減を図っていきます。 

 

図-1 架設後 50年を経過する道路橋割合の推移 
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2. 長寿命化修繕計画の対象道路橋 

 

長寿命化修繕計画の対象となる道路橋は上毛町管理橋梁一覧表のとおりです。 

※健全度は下記の通りⅠ～Ⅳで判定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

健全 予防保全段階 早期措置段階 緊急装置段階

損傷程度が小さい

また少ない

損傷程度が大きい

または多い

図-2 健全性判定区分 
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3. 対象施設の状態 

 上毛町が管理する 146 橋の道路橋について、点検結果を健全度Ⅰ～Ⅳに分類した結果は図-3 の

とおりです。早期措置段階にあたるⅢ判定が 1 橋、予防保全段階にあたるⅡ判定が 51 橋となって

いるため、今後 10年間において補修の優先度を設定し、順次補修を実施していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

○健全度の把握に関する基本的な方針 

⇒H26 道路法改正より、5年に 1度近接目視による定期点検 

⇒国の基準（道路橋定期点検要領）による判定 

○予防的な修繕に関する方針の明確化 

⇒事後保全型から予防保全型の管理へ 

○直営による定期点検の実施 

⇒費用縮減のため、点検に機材が必要でない橋梁・橋長の短い橋梁は、 

極力、直営で点検を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図-4 近接目視点検の様子 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

健全 予防保全段階 早期措置段階 緊急装置段階

損傷程度が小さい

また少ない

損傷程度が大きい

または多い

図-3 健全性分布図 
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5. 対象道路橋の長寿命化及び修繕・架け替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

従来の事後保全的な対応から、予防保全的な対応に転換を図ります。 

・事後保全型…損傷がある程度進行してから対策を行うため、危険度や対策費用が増大する傾向に

あり、寿命も短くなっている 

・予防保全型…損傷を早期発見し、状態や立地条件に合わせた維持管理の方法や修繕の優先順位を

検討し、計画的かつ適切な対策を行っていくもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 長寿命化修繕計画による効果 

 本計画における効果は下記の通りになります。 

 

1.健全度の向上 

定期点検を実施し、適切な修繕計画を進めることにより、道路橋の安全性が確保されると共に、

道路網の安全性・信頼性を確保できます。 

 

2.予算の平準化 

修繕に必要な費用を予測し、投資額を平準化した修繕計画を策定することにより、厳しい予算

制約下で計画的な修繕が可能となります。 

 

3.コストの縮減 

予防保全を実施した長寿命化修繕計画を実施することにより、従来の事後保全的な維持管理と

比較し、8割程度のコスト縮減が見込まれます。 

  

図-5 修繕時期の決定方法 
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7. 今後 10年間の点検・修繕計画 

 今後 10年間（2022年 12 月～2032 年 12月）に行う点検等に関する実施時期及び対策内容

は表-1のとおりです。 

 

 

 

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

1 矢方橋 修繕 ● ○ ●
2 新黒川橋 監視 ● ●
3 新黒川橋(歩道) 監視 ● ●
4 黒川橋 修繕 ● ○ ●
5 楠本橋 監視 ● ●
6 前川原橋 監視 ● ●
7 松柚橋 監視 ● ●
8 神田橋 監視 ● ●
9 下ノ川橋 監視 ● ● ●
10 河原田橋 監視 ● ●
11 馬場橋 監視 ● ●
12 上河原橋 監視 ● ●
13 五反田橋 監視 ● ●
14 豆塚橋 監視 ● ●
15 畑通橋 監視 ● ● ●
16 土取１号橋 監視 ● ●
17 黒土橋 監視 ● ●
18 新岩瀬橋 監視 ● ●
19 新岩瀬橋(歩道) 監視 ● ● ●
20 稲葉橋 監視 ● ●

対策内容・時期（●定期点検、○補修工事、×更新工事）

措置
内容

番号 橋梁名

表-1 点検及び対策の実施時期（2022年 12月～2032年 12月） 

図-6 予防保全型と事後保全型の累計コスト 
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

21 木止橋 監視 ● ●
22 伊波原川橋 監視 ● ●
23 岩木橋 修繕 ● ○ ●
24 土取橋 監視 ● ●
25 照日橋 監視 ● ●
26 宮ノ下橋 監視 ● ●
27 小石原橋 監視 ● ● ●
28 鹿堀橋 監視 ● ●
29 大木橋 監視 ● ●
30 駄渡橋 監視 ● ●
31 鳥越橋 監視 ● ●
32 上ノ丸橋 監視 ● ●
33 高岸橋 監視 ● ●
34 上川橋 監視 ● ●
35 廣瀬橋 監視 ● ●
36 上屋敷橋 監視 ● ●
37 上池橋 監視 ● ●
38 居屋敷１号橋 監視 ● ●
39 新稲葉橋 監視 ● ●
40 下毛橋 監視 ● ●
41 大之瀬橋 修繕 ● ●○
42 穴井橋 監視 ● ●
43 大池１号橋 監視 ● ●
44 吉岡橋 監視 ● ●
45 新池橋 監視 ● ●
46 尾崎橋 監視 ● ●
47 垂水田橋 監視 ● ●
48 若宮１号橋 監視 ● ● ●
49 豆塚２号橋 監視 ● ● ●
50 徳並橋 監視 ● ●
51 無名橋 修繕 ● ● ○ ●
52 矢方新橋 監視 ● ●
53 芦池下橋 監視 ● ●
54 土佐井1号橋 監視 ● ● ●
55 下川原橋 監視 ● ●
56 楠元橋 修繕 ○ ● ●
57 鳴水橋 監視 ● ●
58 鳴水橋(歩道) 監視 ● ●
59 三田下橋 監視 ● ●
60 蔭平橋 監視 ● ●
61 樋掛橋 監視 ● ●
62 伏木橋 監視 ● ●
63 今出橋 監視 ● ●
64 三ノ瀬橋 監視 ● ●
65 渡瀬橋 修繕 ○ ● ●
66 下川内橋 監視 ● ●
67 東橋 監視 ● ● ●
68 菰池橋 監視 ● ●
69 新貝橋 監視 ● ●
70 京手橋 監視 ● ●
71 土橋 監視 ● ● ●
72 石橋 監視 ● ● ●
73 １号橋 監視 ● ● ●
74 森橋 監視 ● ●
75 ２号橋 監視 ● ●
76 池田橋 監視 ● ●
77 小山田橋 監視 ● ● ●
78 梅ヶ谷橋 監視 ● ● ●
79 横川上橋 監視 ● ●
80 小川内下橋１ 監視 ● ●
81 小川内上橋 修繕 ● ● ○
82 ウド橋 修繕 ● ○ ●
83 亀石橋 監視 ● ●

番号 橋梁名

対策内容・時期（●定期点検、○補修工事、×更新工事）

措置
内容
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

84 平ノ下橋 監視 ● ●
85 坂畑橋 監視 ● ●
86 小川内橋 監視 ● ●
87 小川内下橋２ 監視 ● ●
88 野添橋 監視 ● ● ●
89 大河内橋 監視 ● ●
90 三田上橋 監視 ● ●
91 桑ノ木橋 監視 ● ●
92 大桐橋 監視 ● ●
93 笹尾橋 監視 ● ● ●
94 笹尾上橋 監視 ● ●
95 橋本橋 監視 ● ● ●
96 平原下橋 監視 ● ● ●
97 平原上橋 監視 ● ● ●
98 石本橋 監視 ● ●
99 有田中橋 監視 ● ●
100 有田上橋 監視 ● ●
101 岩屋下橋 監視 ● ●
102 渡瀬小橋 監視 ● ●
103 金代下橋 監視 ● ●
104 大門橋 監視 ● ●
105 原ノ下橋 監視 ● ●
106 原橋 監視 ● ● ●
107 大入下橋 監視 ● ● ●
108 狩股下橋 監視 ● ● ●
109 狩股上橋 監視 ● ● ●
110 松尾橋 監視 ● ●
111 長迫橋 監視 ● ● ●
112 一ノ渡橋 監視 ● ● ●
113 新松尾橋 監視 ● ●
114 尾母ノ木橋 監視 ● ● ●
115 新田渕橋 監視 ● ●
116 ４号橋 監視 ● ●
117 西方坂橋 修繕 ○ ● ●
118 西方橋 監視 ● ●
119 桑野１号橋 監視 ● ● ●
120 桑野２号橋 監視 ● ● ●
121 内尾橋 監視 ● ● ●
122 新松江橋 監視 ● ●
123 轟橋 監視 ● ●
124 唐原山城橋 監視 ● ●
125 穴ヶ葉山橋 監視 ● ●
126 靡松橋 監視 ● ●
127 皿山橋 監視 ● ●
128 四塚山橋 監視 ● ●
129 石ヶ坪橋 監視 ● ●
130 馬立1号橋 監視 ● ● ●
131 馬立2号橋 監視 ● ● ●
132 長田橋 監視 ● ● ●
133 西友枝1号橋 監視 ● ● ●
134 清水橋 監視 ● ● ●
135 渡瀬2号橋 監視 ● ● ●
136 椎ノ木ノ本橋 監視 ● ● ●
137 堂本橋 監視 ● ● ●
138 渡瀬下橋 監視 ● ● ●
139 立岩橋 監視 ● ● ●
140 有田一ノ瀬橋 監視 ● ● ●
141 ワナメ橋 監視 ● ● ●
142 中ノ切橋 監視 ● ● ●
143 松江１号橋 監視 ● ● ●
144 松江２号橋 監視 ● ● ●
145 穴ヶ葉山１号橋 監視 ● ●
146 穴ヶ葉山２号橋 監視 ● ●

番号 橋梁名

対策内容・時期（●定期点検、○補修工事、×更新工事）

措置
内容
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 今後 10 年間の修繕計画として、健全度が低い道路橋を最優先（健全度Ⅳ⇒Ⅲ⇒Ⅱ）

に修繕する計画とし、同じ健全度の道路橋については、重要度（道路種別、橋長、迂回

路の有無等）が高い順に優先順位を設定し、優先順位上位の表-2に示す道路橋の修繕

実施を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 集約化・撤去の検討 

 2027 年までの短期計画において、道路橋 146 橋のうち、重要度（迂回路の有無、橋の健全度、

橋長等）や利用者への影響を考慮して、1橋の集約化撤去を目標とします。なお、1橋の集約化撤去

を実施することによる効果として約 150万円の費用縮減を目指します。 

 

9. 新技術活用の検討及び修繕・維持管理費用縮減の効果算定 

 2027 年までの短期計画において、新技術・新工法の活用検討を行った結果、４橋の補修工事に

対して活用を見込める新技術等が存在します。なお、４橋の新技術・新工法を活用することによる効

果として、約 260万円の費用縮減を目指します。 

表-2 修繕内容及び概算費（2022年 12月～2032年 12月） 

補修概算事業費は、詳細調査により変動します。

番号 橋梁名

56

65

117

81

楠元橋

渡瀬橋

西方坂橋

ウド橋

黒川橋

岩木橋

矢方橋

無名橋

大之瀬橋

82

4

23

1

51

41

小川内上橋

補修工事
予定年度

2022
（R4）

2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

補修概算事業費

2029
（R11）

2030
（R12）

2031
（R13）

2032
（R14）

補修内容

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え
・伸縮装置取替え

・上、下部工のコンクリート補修
・上部工の鋼部材塗装塗替え
・舗装打替え
・伸縮装置取替え

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え
・伸縮装置取替え

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え
・防護柵補修

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え
・伸縮装置取替え

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え
・防護柵補修

・上、下部工のコンクリート補修
・舗装打替え
・伸縮装置取替え

19 百万円

24 百万円

25 百万円

17 百万円

5 百万円

43 百万円

10 百万円

7 百万円

5 百万円

31 百万円


